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地域防災力向上のプロセス

事業所・個人 ビル・施設 エリア・まち

研修プログラム



令和元年度 新宿駅周辺防災対策協議会 総会
２０１９年６月１２日

3

研修プログラムの実施

ア 中心市街地や高層建物などの特性を理解し、災
害や防災への関心と地域防災活動への参加を
促進するセミナーやイベントの開催

イ 自助と共助を主とした災害対応活動を実践する
ために必要な知識や技術を身につける講習会（ト
レーニング）の開催

ウ 身につけた知識や技術を活かし災害対応活動を
総合的に実践できるようにする訓練の実施

エ 訓練をふりかえり成果と課題、および改善点を認
識するための検証
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研修プログラムの構成

講習会
（トレーニング）
講習会

（トレーニング）

訓練訓練 検証検証

セミナー
・イベント
セミナー
・イベント

step up & review
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令和元年度 セミナー実施計画
実施方針
地震災害や防災対策への関心を高め、協議会活動の裾野を広
げる

多くの事業者が参加できるテーマを選定して実施する

「新宿ルール実践のための行動指針」における位置づけを明確に
する

主な対象
協議会会員事業所・団体等の他、関心のある方や地域の事業所
全般

実施テーマ
アンケート結果、過去のテーマ、協議会の取り組み状況等を考慮
して実施テーマを決定する

実施時期
時期・回数は未定
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令和元年度 講習会実施計画
実施方針
自助と共助を主とした災害対応活動を実践するために必要な知
識や技術を身につける
→総合防災訓練の効果を高める

訓練内容や地域特性に応じて必要なテーマを選定して実施する

主な対象
協議会会員事業所・団体等

実施テーマ
自衛消防活動、傷病者対応、建物被害対応、現地本部運営

実施時期
未定
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令和元年度 訓練実施計画
実施方針
「新宿モデル」（情報収集伝達、避難誘導支援、医療連携、建物安全
確認のしくみづくり）の実現に向けて、新宿駅周辺防災対策協議会を中
心に各事業者や施設等における災害対応、地域連携による情報収集
伝達や傷病者対応などの「自助」および「共助」を基本とする訓練を行う

主な対象
協議会会員事業所・団体等

実施テーマ
現地本部訓練（情報共有訓練）
東西地域でリアルタイムに情報連携し、区災対本部とも連携しつつ滞留
者誘導等を実施する

帰宅困難者一時滞在施設運営訓練
協議会に参加している事業者の施設を活用し、一時滞在施設運営訓練
を実施する

実施時期（予定）
説明会：10月下旬～11月上旬、訓練：11月8日(金)、検証会：12月
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自身の事業所の

参加人数を記入 

自身の事業所の所在を記入 

自 衛 消 防 訓 練 通 知 書（記入例） 

年  月  日 
 東京消防庁 
    消防署長 殿 

     （統括）防火管理者・（統括）防災管理者 
職 ・ 氏 名 

防火対象物の所在 
区 町・村 丁目 番・番地 号 

市郡     

防火対象物の名称等 
 

用途 
消 防 法 施 行 令 

別表第１（  ）項 

事 業 所 の 名 称 等 
 

用途 
消 防 法 施 行 令 

別表第１（  ）項 

実 施 日 時 年   月   日 
時 
時 

分から 
分まで 

訓 練 根 拠  
（防火管理・防災管理） 

に係る消防計画  
全体の（防火管理・防災管理） 

に係る消防計画  

 
 
訓 練 種 別 

１ 総合訓練（実・空） 
２ 検証（実・空） 
３ 通報訓練 
４ 消火訓練（実・空） 
５ 避難訓練（火災・火災以外） 
６ その他（     ）※１ 

１ 総合訓練（実・空） 
２ 検証（実・空） 
３ 通報訓練 
４ 消火訓練（実・空） 
５ 避難訓練（火災・火災以外） 
６ その他（     ） 

参 加 予 定 人 員  名 問 合 せ 先 電話   （   ） 

訓練概要（具体的な内容）※２ 

 
 
 
 

※受付欄 ※経過欄 

  

※ 対 象 物 番 号 敷地番号  建 物 番 号 Ｔ－ 事業所番号 Ｇ－ 

※データ入力年月日 年  月  日 ※データ入力者  

 

管轄消防署を記入 

自身の事業所のビル名を記入 

自身の事業所の名称を記入 

※１ 負傷者対応訓練や帰宅困難者対策訓練、現地本部訓練に参加した場合は、訓練種別の

「その他」に○をする。 

※２ 訓練概要には、訓練実施場所、参加した連携訓練の内容等を記入 

自身の事業所が

参加した訓練に

○をする 

訓練参加のメリット

新宿駅周辺防災対策協議会
の取り組みは、東京消防庁が
認める広域的な総合防火安
全対策事例

協議会訓練を、事業所の自衛
消防訓練として管轄消防署へ
届出可能（平成２７年度より）
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イベント実施計画

新宿防災ウィーク２０１９
地域事業所勤務者や一般市民を対象に地震災害や防災対策へ
の関心を高める

主な対象： 協議会会員事業所・団体等の他、地域の事業所全般
および一般市民

実施時期： １１月中旬

会場： 工学院大学新宿キャンパス、他新宿駅周辺エリア

※参加企業・団体を募集します！
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ホームページの活用

協議会ホームページによる情報発信
総会、セミナー、講習会等の活動履歴の公開

年間活動予定等の掲載

学習プログラムの活用
セミナー、講習会等の内容を体系化した学習教材を活用

マニュアル類を公開

新宿駅周辺防災対策協議会Webサイト
(http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/ssa_bousai/index.html)

学習プログラムの公開Webサイト
(http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/urban‐resilience_1/index.html)
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まとめ

研修プログラムの実施・構成

セミナー実施計画

講習会実施計画

訓練実施計画

イベント実施計画

ホームページの活用
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地域連携の仕組み
（新宿モデル）
情報収集・伝達
避難・退避誘導支援
医療連携
建物安全確認

地域連携の仕組みづくりのロードマップ

知識と経験

防
災
意
識

・施設の耐震対策について学ぶ

・地域防災計画を理解する

・災害医療について学ぶ

・首都圏で備えるべき地震を知る

・傷病者対策について考える

・帰宅困難者対策を考える

・都心の地震リスクを考える

・地震災害をイメージする

・地域で顔の見える関係を作る

・災害対応を計画する

・応急手当や搬送法を身につける

・耐震安全対策を実施する

・拠点となる組織をつくる


